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第78号 （平成２５年３月２９日発行） 

 皆さんから、み（ん）なとまち VISION BOOK（案）に対する貴重なご意見をいただきましたので、
それに対する港まちづくり協議会の考え方をお知らせいたします。 

 

 ご意見のうち、内容について趣旨が類似するものはまとめさせていただいたほか、要約又は分
割して掲載していますので、ご了承ください。 

意見募集結果 

○意見募集期間 

  平成２５年３月１日（金）～１７日（日）    

○いただいた意見と港まちづくり協議会の考え方 

み(ん)なとまち VISION BOOK（案）へのご意見ありがとうございました。 

ご意見 港まちづくり協議会の考え方 

１ 
みんなが気軽に集まれる拠
点づくりが大切です。 

既にある地域の中の拠点を活かせるようにサポートし
つつ、独自の拠点づくりの可能性を検討します。 

２ 
企業・働く人々への視点も加
味して下さい。 

防災をはじめ、にぎわいという視点においても、企業の
皆様との連携を検討していきます。 

３ 
文字は大きく、難しい表現は
減らしわかりやすくして下さい。 

文字だけでなくレイアウトも工夫し、専門用語は避ける
か注をつけてわかりやすくしました。 

４ 
夜の港まちらしい魅力を作り
だす取り組みが必要です。 

冬のイルミネーションをはじめ、夜の港まちらしい魅力
づくりを検討していきます。 

西築地ＡＥＤマップ ２０１３年版を作成しました。 

安心・安全のまちづくり事業 

 港まちづくり協議会では、西築地学区内の企
業や事業所にご承諾をいただき、もしものとき
に地域の皆さんにもご使用いただけるAED 

（自動体外式除細動器）の設置箇所を掲載し
た「西築地学区AEDマップ」を作成しています。
今年度も最新の情報に更新したマップを作成
し、３３ヵ所を掲載しています。 

 裏面には、ＡＥＤを使った心肺蘇生方法も記
載していますので、ＡＥＤの設置場所と合わせ
てぜひご確認ください。 

ＡＥＤがどこにあるのか、ぜひ確認を 

 この他にも、地域の皆さんや専門家等の方々からいただいた意見をもとに、VISION作成を進
めてまいります。 



＜お問い合わせ先＞ 受付時間 ： 平日9：00～18：00 
港まちづくり協議会事務局  〒455-0037 名古屋市港区名港1-14-23 コーラルまるさんビル2階 Ｄ号室 
電話：052-654-8911  FAX：052-654-8912  Eメール：i n f o @ m i n a t o 5 5 . j p  
★上記の事務局に会議資料を設置し、どなたでも閲覧できるようにしています。 
★港まちづくり協議会の情報は、インターネットでも見ることができます。 
  ホームページ  h t t p : / / w w w . m i n a t o 5 5 . j p /  

□港まちづくり協議会では、ボートピア名古屋設置に伴い競艇を施行する自治体（蒲郡市など）から名古屋市に交付される

「環境整備協力費」を財源とする「港まち活性化事業補助金」を用いたまちづくり事業を、住民と行政との協働により検討・実

施しています。協議会の委員は、西築地学区連絡協議会・築地口商店街振興組合・ポートオブナゴヤ商店街振興組合から

の推薦を頂いた方々と名古屋市の職員で構成されています。 

□港まちづくり協議会の会議は誰でも傍聴できます。傍聴のルール、会議の開催日や会場など詳しくは下記の協議会事務局

までお問い合わせください。 

「第二回 名古屋みなとをどり」を開催しました。 

継続的まちづくり事業 

 桜も咲きそうなほど暖かな一日となった3月
9日に、名古屋港ポートハウスで「第二回名
古屋みなとをどり」を開催しました。 

 ライトアップされたポートビルや南極観測船
ふじが会場を美しく包むなか、西川会の西川
千雅さんによる日本舞踊が披露され、イベン
ト中盤には、「み(ん)なとヤレコノ」の新バー
ジョンを発表。ゲストによる長唄と三味線、太
鼓の生演奏で会場のみんなが一体となって
新しい踊りを踊り、大いに盛り上がりました。 

日本文化に親しむ初春の一夜 

■開催日時：平成25年3月9日（土）18:30～19:45 

■会場：名古屋港ポートハウス 

「探検！わたしのまちの水族館」を開催しました。 

継続的まちづくり事業 

謎に包まれたマンボウの生態に迫る！ 

 ４年目となる今年の水族館企画は、ついに館長さん
による特別レクチャーが実現しました。今回のテーマ
は、マンボウ。飼育が難しいと言われるマンボウの飼
育経験が豊富な祖一館長から、まだまだ謎に包まれ
ているというマンボウの生態についてお話しいただき
ました。 

 レクチャーの後は、参加者みんなでマンボウのいる
水槽へ向かい、飼育員さんによるエサやりを見せてい
ただきました。 

 ゆったりと泳ぐマンボウはユーモラスで個性的。皆さ
んもぜひマンボウを見に、名古屋港水族館へお出か
けください！ 

マンボウのエサやりに釘づけ！ 

み(ん)なとヤレコノの 

新バージョンを披露！ 

■開催日時：平成25年3月3日（日）9:30～ 

■会場：名古屋港水族館 

西川千雅さんによる 

「七福神」の舞い 

祖一館長による 

マンボウのお話。 


